
2012 年度 小委員会活動成果報告 
（2013 年 1 月 25 日作成） 

小委員会名 将来計画小委員会 主 査 名：平田京子 
就任年月：20 11 年 4 月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

建築教育委員会 委員長名：石川孝重 
主 査 名： 

設 置 期 間    2011 年 4 月  ～  2015  年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

・建築教育に関する新領域からの研究活動を行う（アウトリーチ、市民啓発、住

教育、BIM など） 
・建築系卒業生の進路調査 
・建築教育シンポジウムに対する企画協力を行う 

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員公募の有無：あり 

・長澤夏子（早稲田大学）、浦江真人（東洋大学）、小松尚（名古屋大学）、伊藤香織（東

京理科大学）、妹尾理子（香川大学）、衣袋洋一（芝浦工大）、三輪律江（横浜国大）、斉藤

理（山口県立大学）、伊村則子（武蔵野大学）、富樫豊（NPO 地域における知識の

結い） 

設置 WG 
（WG 名：目的） 

・建築生産系技術者教育 WG  ・住教育 WG   ・フィールドワーク・スタディ WG 
・子ども教育 WG       ・BIM 教育 WG  ・防災教育 WG 
・市民啓発 WG        ・アウトリーチ WG 目的は WG 名称にて示される 

2012 年度予算   250,000 円 ホームページ公開の有無：あり 

委員会 HP アドレス：http://news-sv.aij.or.jp/edu/s0/ 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数      2 回（年度内計画を含む） 

刊行物 
（シンポジウム資料等は

除く） 
 

講習会  

催し物 
（シンポジウム・セミナー等） 
*能力開発支援事業委員会

承認企画 
 

大会研究集会  

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等 
 

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

１．各 WG の調査研究に関する活動状況の把握、WG の改廃を行った 
２．WG では各テーマに応じた議論が行われ、出版等の具体的な将来計画を定め

て活動を進めているもの、議論を重ねている WG が継続的活動を行い、その運営

を管理した。新規 WG が１つ設置された。大会研究集会、催し物に対しての運営

協力について、目標達成度としては十分である。 
３．各 WG の発表の機会を作る予算がないため、建築教育シンポジウムで発表の

機会を作った。 

委員会活動の問題点 
・課題 

１．教育活動の広範さから遠方の委員が多いため、多数の開催はできない。 
２．教育委員会との議題の重なりが多く、多くは本委員会で審議している。  

 


